
(57)【要約】

【課題】優れた耐加水分解性及び耐熱性を有するととも

に、弾発性（反発弾性）に優れた内視鏡可撓管を提供す

ること。

【解決手段】可撓管素材表面に外皮を被覆してなる内視

鏡用可撓管において、前記外皮は、ポリエステルエラス

トマーのハードセグメントに加水分解防止処理を施した

樹脂、又はハードセグメントにポリブチレンナフタレー

トを使用したポリエステルエラストマーで構成されるこ

とを特徴とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆 し て な る 内 視 鏡 用 可 撓 管 に お い て 、 前 記 外 皮 は 、 ポ リ エ ス テ
ル エ ラ ス ト マ ー の ハ ー ド セ グ メ ン ト に 加 水 分 解 防 止 処 理 を 施 し た 樹 脂 で 構 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆 し て な る 内 視 鏡 用 可 撓 管 に お い て 、 前 記 外 皮 は ハ ー ド セ グ メ
ン ト に ポ リ ブ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト を 使 用 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー で 構 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 可 撓 管 素 材 と 外 皮 の 間 の 少 な く と も 一 部 に シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 層 が 介 在 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 層 を 介 し て 前 記 可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆 し た 後 、 可
撓 管 全 体 若 し く は 一 部 を 、 前 記 外 皮 を 構 成 す る 樹 脂 の 結 晶 化 温 度 付 近 又 は そ れ 以 上 の 温 度
に 加 熱 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆 す る 前 の 前 記 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 層 を 有 す る 前
記 可 撓 管 素 材 の 全 体 若 し く は 一 部 を 加 熱 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視
鏡 用 可 撓 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 に 係 り 、 特 に 、 耐 熱 性 に 優 れ て い る と と も に 、 優 れ た 加 水 分 解
耐 性 を 有 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 の 可 撓 管 は 、 通 常 、 可 撓 性 の あ る 外 皮 で 被 覆 さ れ て い る 。 こ の よ う な 外 皮 は 、 体 腔
内 へ の 挿 入 を し 易 く す る と と も に 、 体 液 等 の 液 体 の 侵 入 を 防 止 す る 作 用 を 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 外 皮 樹 脂 と し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー が 一 般 的 に 使 用 さ
れ て い る 。 し か し 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー を 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 外 皮 樹 脂 に 使 用 し た 場
合 、 以 下 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
１ ． 洗 浄 液 、 消 毒 液 に よ り 可 撓 管 外 皮 樹 脂 が 劣 化 （ 加 水 分 解 ） し 、 可 撓 性 が 低 下 し 、 体 内
へ の 挿 入 性 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
２ ． 耐 熱 性 が 低 い た め 、 オ ー ト ク レ ー ブ を 用 い た 高 圧 蒸 気 滅 菌 に 対 す る 耐 性 が な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 １ の 欠 点 の 改 善 を 図 っ た 内 視 鏡 用 可 撓 管 と し て 、 可 撓 管 の 外 皮 材 を ポ リ ウ レ タ ン エ ラ
ス ト マ ー と 加 水 分 解 抑 制 剤 を 含 む 材 料 で 構 成 し 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の 耐 加 水 分 解
性 を 向 上 さ せ た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー で 構 成 さ れ た 可 撓 管 は 、 た と え 水 蒸 気 に 対 す る 加 水 分
解 耐 性 を 向 上 さ せ た と し て も 、 上 記 ２ の 欠 点 で あ る 耐 熱 性 が 低 く 、 オ ー ト ク レ ー ブ 内 に お
け る 高 圧 蒸 気 滅 菌 に 耐 え る こ と が 出 来 な い と い う 欠 点 を 依 然 と し て 有 し て い る 。 ま た 、 屈
曲 疲 労 特 性 や 弾 発 性 に お い て も 、 満 足 し 得 る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ６ ７ ５ ４ 号 公 報 （ 請 求 項 １ ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ 、 洗 浄 液 、 消 毒 液 に 対 す る 耐 加 水 分 解 性 を 有 す る と と
も に 、 優 れ た 耐 熱 性 を 有 し て 高 圧 蒸 気 滅 菌 に 対 す る 高 い 耐 性 を 有 し 、 し か も 弾 発 性 （ 反 発
弾 性 ） に 優 れ た 内 視 鏡 可 撓 管 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆 し て な る 内 視 鏡 用 可 撓
管 に お い て 、 前 記 外 皮 は 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー の ハ ー ド セ グ メ ン ト に 加 水 分 解 防 止
処 理 を 施 し た 樹 脂 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆 し て な る 内 視 鏡 用 可 撓 管 に お い て 、 前 記 外
皮 は ハ ー ド セ グ メ ン ト に ポ リ ブ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト を 使 用 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー
で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 可 撓 管 に お い て 、 前 記 可 撓 管 素 材 と 外 皮 の 間 の 少 な く と も 一 部 に 、
シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 層 を 介 在 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 場 合 、 前 記 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 層 を 介 し て 前 記 可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆
し た 後 、 可 撓 管 全 体 若 し く は 一 部 を 、 前 記 外 皮 を 構 成 す る 樹 脂 の 結 晶 化 温 度 付 近 又 は そ れ
以 上 の 温 度 に 加 熱 す る こ と が 出 来 る 。 或 い は 、 前 記 可 撓 管 素 材 表 面 に 外 皮 を 被 覆 す る 前 の
前 記 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 層 を 有 す る 前 記 可 撓 管 素 材 の 全 体 若 し く は 一 部 を 加 熱 す
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 以 下 の よ う な 優 れ た 特 徴 を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
即 ち 、 洗 浄 液 、 消 毒 液 に よ る 劣 化 （ 加 水 分 解 ） を 抑 制 し 、 可 撓 性 が 低 下 し に く く 、 高 い 挿
入 性 を 長 期 に わ た り 維 持 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 耐 熱 性 、 耐 加 水 分 解 性 に 優 れ 、 感 染 症
対 策 の 面 で よ り 安 全 な オ ー ト ク レ ー プ （ 高 圧 水 蒸 気 滅 菌 ） へ の 使 用 が 可 能 と な る 。 更 に 、
弾 発 性 （ 反 発 弾 性 ） に 優 れ 、 挿 入 性 が 良 く 、 患 者 の 負 担 （ 苦 痛 ） を 軽 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ の 実 施 形 態
第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に
係 る 内 視 鏡 用 可 撓 管 １ を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 （ 以 下 、 「 可 撓 管 」 ） １ は 、 可 撓 管 素 材 ４ と 、 そ の 外
周 を 被 覆 す る 外 皮 ６ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 可 撓 管 素 材 ４ は 、 螺 旋 管 ２ と 、 そ の
外 周 を 被 覆 す る 網 状 管 ３ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
螺 旋 管 ２ を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 銅 合 金 を 用 い る こ と が 出 来 る 。 網 状 管
３ は 、 金 属 製 、 あ る い は 非 金 属 製 の 細 線 を 複 数 本 編 組 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 細 線 の
材 料 と し て は 、 金 属 製 で は ス テ ン レ ス 鋼 、 非 金 属 製 で は 合 成 樹 脂 を 用 い る こ と が 出 来 る 。
ま た 、 外 皮 樹 脂 と の 接 着 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 金 属 製 と 非 金 属 製 の 細 線 を 混 在 さ せ て 編
組 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
可 撓 管 素 材 ４ の 外 周 を 被 覆 す る 外 皮 ６ は 、 耐 熱 性 が 高 く 、 繰 り 返 し 疲 労 特 性 に 優 れ る ポ リ
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エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー に よ り 構 成 さ れ る 。 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー は 、 分 子 中 の ハ ー ド
セ グ メ ン ト と し て 芳 香 族 系 結 晶 性 ポ リ エ ス テ ル を 、 ソ フ ト セ グ メ ン ト と し て ガ ラ ス 転 移 温
度 の 低 い ポ リ エ ー テ ル を 用 い た ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 で あ る 。 一 般 的 に は 、 ハ ー ド セ グ メ ン ト
と し て Ｐ Ｂ Ｔ （ ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） を 用 い て い る 。 ま た 、 ソ フ ト セ グ メ ン ト に
は 、 ポ リ エ ー テ ル で は な く 、 脂 肪 族 系 ポ リ エ ス テ ル を 用 い て も 良 い 。 ソ フ ト セ グ メ ン ト に
脂 肪 族 系 ポ リ エ ス テ ル を 用 い る こ と に よ り 、 外 皮 ６ の 耐 熱 性 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
内 視 鏡 用 可 撓 管 の 外 皮 と し て の ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー の 欠 点 は 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス
ト マ ー の ハ ー ド セ グ メ ン ト で あ る Ｐ Ｂ Ｔ （ ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） の エ ス テ ル 基 が
水 分 と 接 触 し て 加 水 分 解 を 起 こ し 、 化 学 的 に 分 子 が 切 断 さ れ ポ リ マ ー の 分 子 量 が 低 下 し 、
諸 物 性 値 が 低 下 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 で は 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー の 加 水 分 解 耐 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 ポ リ エ ス テ
ル エ ラ ス ト マ ー の ハ ー ド セ グ メ ン ト で あ る Ｐ Ｂ Ｔ の エ ス テ ル 基 末 端 部 分 に 化 学 的 に 処 理 を
施 し 、 水 分 と 反 応 を 抑 え た 特 殊 な ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
あ る い は 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー の ハ ー ド セ グ メ ン ト に 、 Ｐ Ｂ Ｔ の 代 わ り に Ｐ Ｂ Ｎ （
ポ リ ブ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト ） を 使 用 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
Ｐ Ｂ Ｎ は 、 Ｐ Ｂ Ｔ よ り も 加 水 分 解 反 応 を 起 こ し に く い の で 、 ハ ー ド セ グ メ ン ト に Ｐ Ｂ Ｎ を
使 用 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー は 、 エ ス テ ル 基 末 端 部 分 を 化 学 的 に 処 理 し 、 水 分 と 反
応 し に く く し た 特 殊 な ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー と 同 等 の 耐 加 水 分 解 性 を 得 る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 可 撓 管 の 可 撓 性 を 微 妙 に 調 整 す る た め に 、 上 記 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー に 他 の 樹
脂 を 加 え て も 良 い 。 加 え る 樹 脂 と し て は 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー に 対 す る 相 溶 性 の 高
い ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 エ ラ ス ト マ ー や 、 加 水 分 解 耐 性 の 高 い オ レ フ ィ ン 系 、 ス
チ レ ン 系 エ ラ ス ト マ ー が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー と 添 加 樹 脂 と の 配 合 比 率 は 、 一 般 に ３ ０ ： １ ～ １ ： ３ ０ の 範 囲
で 用 い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 配 合 す る 樹 脂 間 の 相 溶 性 を よ り 高 め る た め に 、 相 溶 化 剤 を 添 加 し て も よ い 。 相 溶 化
剤 は 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー と の 相 性 が 良 い ス チ レ ン 系 が 好 ま し く 、 配 合 比 は ５ ～ ４
０ ％ が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 般 に 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー は 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー に 比 べ て 、 屈 曲 疲 労 特
性 、 耐 熱 性 、 弾 発 性 （ 反 発 弾 性 ） に 優 れ て い る 。 更 に 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー の 加 水
分 解 耐 性 を 向 上 さ せ る こ と に よ り 、 水 分 （ 洗 浄 液 、 消 毒 液 、 水 蒸 気 ） と 接 触 し て も 、 劣 化
す る こ と が な く 、 長 期 に わ た り 安 定 し た 特 性 を 維 持 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
従 っ て 、 耐 加 水 分 解 性 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー か ら な る 外 皮 を 用 い た 、 本 実 施 形 態 に 係
る 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 屈 曲 疲 労 特 性 、 弾 発 性 （ 反 発 弾 性 ） が 向 上 し 、 長 期 の 使 用 に お い て
も 可 撓 性 が 低 下 し に く く 、 高 い 挿 入 性 を 長 期 に わ た り 維 持 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 使
用 に 際 し て の 患 者 の 負 担 （ 苦 痛 ） を 軽 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 洗 浄 液 、 消 毒 液 に よ る 外 皮 の 劣 化 （ 加 水 分 解 ） を 抑 え る こ と が 出 来 る の で 、 高 い 挿
入 性 を 長 期 に わ た り 維 持 す る こ と が で き る と と も に 、 オ ー ト ク レ ー プ （ 高 圧 水 蒸 気 滅 菌 ）
の 使 用 が 可 能 と な り 、 細 菌 感 染 の 面 で 、 よ り 安 全 な 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
第 ２ の 実 施 形 態
第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に
係 る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 し 、 外 皮 ６ を 被 覆 成 形 す る 前 の 工 程 に お い て
、 カ ッ プ リ ン グ 剤 ５ を 網 状 管 ３ の 外 周 面 全 面 に 塗 布 す る 工 程 を 追 加 し て い る 。 即 ち 、 網 状
管 ３ と 外 皮 ６ と の 間 に カ ッ プ リ ン グ 剤 ５ を 塗 布 し た 層 が 形 成 さ れ た 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
カ ッ プ リ ン グ 剤 ５ と し て は シ ラ ン 系 カ ッ プ リ ン グ 剤 を 用 い 、 水 に 希 釈 す る タ イ プ 、 あ る い
は 溶 剤 で 希 釈 す る タ イ プ の も の を 使 用 す る こ と が 出 来 る 。 水 に 希 釈 す る 場 合 の 希 釈 率 は 、
０ ． ５ ％ ～ １ ０ ％ の 範 囲 が 望 ま し い 。 溶 剤 タ イ プ で は 、 原 液 ～ １ ０ ％ に 希 釈 し て 使 用 す る
こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 、 有 機 官 能 基 と し て ビ ニ ル 基 、 メ タ ク リ ル 基 、 エ ポ キ シ 基 、 ア ミ
ノ 基 、 メ ル カ プ ト 基 を 有 す る も の を 用 い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 、 加 水 分 解 基 と し て メ ト キ シ 基 、 エ ト キ シ 基 、 イ ソ プ ロ ポ キ シ 基
等 を 有 し て い る が 、 メ ト キ シ 基 を 有 す る も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
カ ッ プ リ ン グ 剤 ５ を 網 状 管 ３ の 外 周 面 全 面 に 塗 布 し た 後 、 熱 を 加 え る こ と に よ り 、 シ ラ ン
カ ッ プ リ ン グ 剤 の 加 水 分 解 基 が 網 状 管 表 面 と 化 学 反 応 し 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 網 状 管
と 強 固 に 接 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 カ ッ プ リ ン グ 剤 ５ を 網 状 管 ３ の 外 周 面 に 塗 布 す る 際 に 、 あ ら か じ め カ ッ プ リ ン グ 剤
に 微 量 の 加 水 分 解 反 応 を 起 さ せ て お き 、 加 水 分 解 基 を 一 部 縮 合 さ せ た オ リ ゴ マ ー 状 態 に し
て お く こ と で 、 網 状 管 表 面 に カ ッ プ リ ン グ 剤 を よ り 均 一 に 塗 布 す る こ と が で き 、 均 一 な 皮
膜 を 形 成 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 外 皮 ６ を カ ッ プ リ ン グ 剤 ５ を 介 し て 可 撓 管 素 材 ４ に 被 覆 成 形 し た
後 、 可 撓 管 全 体 を 一 定 時 間 加 熱 す る こ と が 望 ま し い 。 加 熱 温 度 は 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト
マ ー の 結 晶 化 温 度 以 上 で あ る の が 好 ま し く 、 加 熱 時 間 は ５ ～ ２ ０ 分 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
加 熱 に よ っ て シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 反 応 が 促 進 さ れ 、 外 皮 樹 脂 が 溶 融 状 態 に な る こ と で
、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 有 機 官 能 基 が 外 皮 樹 脂 と 相 溶 化 あ る い は 化 学 結 合 を 形 成 し て 接
着 し 、 網 状 管 と の 接 着 力 が よ り 強 固 な も の と な る 。 こ の 場 合 、 外 皮 樹 脂 を 被 覆 成 形 す る の
で は な く 、 あ ら か じ め 成 形 し て お い た チ ュ ー ブ 状 の 外 皮 素 材 を 、 可 撓 管 素 材 ４ を 覆 う よ う
に 挿 入 す る 方 法 で あ っ て も 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
外 皮 の 被 覆 成 形 後 に 可 撓 管 全 体 を 加 熱 す る 方 法 以 外 に 、 外 皮 の 被 覆 成 形 時 に シ ラ ン カ ッ プ
リ ン グ 剤 が 塗 布 さ れ た 可 撓 管 素 材 ４ を 外 皮 樹 脂 の 被 覆 直 前 に 加 熱 す る 方 法 も あ る 。 こ の 方
法 に よ る と 、 外 皮 は 既 に 溶 融 状 態 で あ る た め 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 瞬 時 に 外 皮 樹 脂 と
反 応 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 の 加 熱 温 度 は ８ ０ ～ ２ ４ ０ ℃ で あ る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
そ の 他 の 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 管 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 管 の 作 用 に 加 え て 、 以 下 の 作 用 を
奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
即 ち 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 加 水 分 解 基 が 網 状 管 と 、 有 機 官 能 基 が 外 皮 樹 脂 と 強 固 に 結
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合 す る た め 、 外 部 か ら の 水 分 の 侵 入 を 防 ぎ こ と が 出 来 、 第 １ の 実 施 形 態 よ り も 外 皮 の 剥 離
耐 性 が よ り 強 固 と な る 。 ま た 、 長 期 に わ た る 洗 浄 液 、 消 毒 液 、 オ ー ト ク レ ー プ （ 高 圧 水 蒸
気 滅 菌 ） の 使 用 に お い て も 、 網 状 管 と 外 皮 樹 脂 と の 剥 離 耐 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ と が 出
来 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 、 外 皮 を 構 成 す る 樹 脂 と し て ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー を 用 い た 場 合 に つ い て 説 明 し
た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 ハ ー ド セ グ メ ン ト が 同 様 の 耐 加 水 分 解 性 を 有 す る ポ リ ア ミ
ド エ ラ ス ト マ ー を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 以 下 の 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ ． 外 皮 と し て 、 ハ ー ド セ グ メ ン ト に 加 水 分 解 防 止 処 理 を 施 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ
ー 、 又 は ハ ー ド セ グ メ ン ト に ポ リ ブ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト を 使 用 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト
マ ー を 用 い る こ と で 、 洗 浄 液 、 消 毒 液 に よ る 内 視 鏡 可 撓 管 外 皮 の 劣 化 （ 加 水 分 解 ） を 防 止
す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
２ ． 外 皮 と し て 、 ハ ー ド セ グ メ ン ト に 加 水 分 解 防 止 処 理 を 施 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ
ー 、 又 は ハ ー ド セ グ メ ン ト に ポ リ ブ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト を 使 用 し た ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト
マ ー を 用 い る こ と で 、 外 皮 の 耐 熱 性 、 耐 加 水 分 解 性 が 向 上 し 、 オ ー ト ク レ ー プ （ 高 圧 水 蒸
気 滅 菌 ） へ の 使 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
３ ． ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー は 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー に 比 べ 、 屈 曲 疲 労 特 性 が 優
れ る た め 、 長 期 に わ た る 使 用 に お い て も 可 撓 性 が 低 下 し に く く 、 高 い 挿 入 性 を 長 期 に わ た
り 維 持 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
４ ． ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー は 、 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー に 比 べ 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 と
し て の 弾 発 性 （ 反 発 弾 性 ） に 優 れ る た め 、 挿 入 性 が 向 上 し 、 患 者 の 負 担 （ 苦 痛 ） を 軽 減 す
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
５ ． 可 撓 管 素 材 と 外 皮 の 間 の 少 な く と も 一 部 に シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 層 を 介 在 さ せ
る こ と に よ り 、 可 撓 管 素 材 と 外 皮 の 接 合 が 強 固 に な る 。 ま た 、 接 合 面 の 耐 水 性 も 向 上 す る
た め 、 オ ー ト ク レ ー プ に よ る 高 圧 水 蒸 気 滅 菌 を 行 っ て も 、 外 皮 が 可 撓 管 素 材 か ら 剥 離 し に
く く 、 可 撓 管 の 性 能 を 長 期 に わ た り 維 持 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 可 撓 管
２ … 螺 旋 管
３ … 網 状 管
４ … 可 撓 管 素 材
５ … カ ッ プ リ ン グ 剤
６ … 外 皮
７ … コ ー ト 層

10

20

30

40

(6) JP 2004-141487 A 2004.5.20



【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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